

















る．分類問題において，LocalSVM は Support Vector Machine (SVM) の計算時間と分類
精度を向上させる手法として提案された．LocalSVMは事例集合を，決定木と呼ばれる分
類手法で分割し，分割された各部分集合に対して SVMを適用する手法である．しかし，
LocalSVMの決定木の分割動作は後の用いられる SVMに依存していない．これを解決す
る手法として著者らは SVMの誤答率を指標として，決定木における事例集合の分割を行
う CV-LocalSVMを提案した．既存研究において，CV-LocalSVMは LocalSVMに比べ，
分類精度の向上を確認できたが，計算時間が増大する課題が生じた．
そこで，CV-LocalSVMの分類精度を維持しつつ，計算時間の課題を解決する手法とし
て，決定木の分割指標として情報エントロピーと SVMを併用し，決定木の分割を行う手
法と，決定木の分割境界面を SVMで構築する 2つの提案手法を提案する．これらの提案
手法は CV-LocalSVMより高速な動作が期待でき，CV-LocalSVMの利点である SVMに
依存して動作する決定木を構築可能である．本稿では，CV-LocalSVMに対して，2つの
提案手法の分類精度と計算時間を比較する．また提案手法と CV-LocalSVM以外の手法と
も分類精度を比較し，提案手法の有意性を確認する．
